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論文内容の要旨 

神経浸潤は悪性度の高い浸潤性膵管癌を特徴づける要因の一つである。腫瘍組織内における

神経の分布や状態、及びこれらの臨床病理学的特性について,これまでに報告はほとんどない。

本研究の目的は、(1) 浸潤性膵管癌患者の腫瘍組織、特に膵実質内領域における神経の変化の、

臨床病理学的特徴並びに予後への影響について観察・検討すること 加えて、(2) 本研究で評

価した腫瘍組織内神経変化から構成され、浸潤性膵管癌の臨床病理診断時に有用で再現性のあ

る評価因子を導くことである。 

 膵切除症例の正常膵、及び慢性膵炎各 10 症例を比較対象とした。腫瘍最大割面における膵

実質内腫瘍組織を解析対象とし、神経特異的マーカーである GAP-43 を用いた免疫組織化学解

析を画像ソフトを用いて行い、臨床病理情報と比較検討した。 

 浸潤性膵管癌では正常膵、慢性膵炎に比して神経面積 (単位面積あたり全神経面積合計)、

神経数 (単位面積あたり全神経合計数) が有意に減少しており、腫瘍辺縁部から腫瘍中心部に

向かって減少する神経分布を呈していた。神経面積、神経数を中間値で 2 群化し、Kaplan- Meier

法による予後解析を行った結果、神経面積が小さい群、神経浸潤比 (全神経数に対する神経浸

潤神経数の割合) が大きい群は、各々そうでない群に比して全生存期間が有意に短かった。多

変量解析 (Cox 比例ハザード法) の結果、CA19-9 (腫瘍マーカー)、リンパ節転移、膵外神経束

浸潤、腫瘍組織型、切離/剥離面、術後補助化学療法施行、神経面積が全生存の有意な因子であ

った。神経面積と神経浸潤比は有意な関係があった。腫瘍最大割面の H&E 染色スライド上のラ

ンダムな８領域で、腫瘍数と神経浸潤比のカウントとカットオフ値の設定を行い、独立した浸

潤性膵管癌 81 症例を用いて検証を行った。神経数、神経浸潤比が有意差をもって予後を判別

していた。 

 以上より、浸潤性膵管癌組織内神経は神経浸潤により破壊され減少していく可能性が示唆さ

れた。同腫瘍組織内の神経面積と神経浸潤比は予後因子になり得て、かつ臨床病理診断時にも

有用な因子となり得る可能性が示唆された。 

 


